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沖縄と済州島における伝統住居の空間構成の比較
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一．序論一
　
研究目的
　
沖縄諸島と済州島は図
1のように地理的に日本と韓国の最
南端に位置し、それぞれの異なった文化を持つ。しかし、自然人文環境が類似していることから住まいの空間構成は類似している点がある。たとえば、島における自然条件の厳しさは血縁と地縁の結合を緊密にし、人々は運命共同体として生活し続けてきた。このような暮ら の環境が島々の独特な住
図1．沖縄と済州島の位置図
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まいの空間を形成した。沖縄と済州島の住まいを理解するためには、それぞれの地域の風習や食の生活、冠婚葬祭の風習、信仰の背景など、あらゆる生活の面から考えなければならない。さらに、気候と風土によって住まいは特徴を現している。両島は住まい 原点を探るためには非常に重要な地域である。　
このように沖縄と済州島の住まいの性格を比較しながら類似点と相違点を追及することによって、
それぞれの伝統住居の空間構成を明らかにすることが本研究の目的である。研究方法として自然人文環境から考察し、次に両島における伝統民家の外部空間、内部空間を分析す それによって両島の住まいの特徴を明確にする。
二
　
自然人文環境
　
沖縄の気候は海洋性亜熱帯に属し、四季の感じはうすく、夏は長くて蒸 暑い
）1
（
。雨は亜熱帯特有の
スコールが突然襲ってくる。那覇市と石垣島の年間降水量の平均は二一三〇㎜程度で比較的に多い方であるが、大きな川が少な 、すぐに海に流れ出してしまうため、水が大切であった 沖縄 極めて台風が多く、那覇市と石垣島の平均風速は六・三
m/sであり、風が強い地域である。
　
一方、済州島の気候は冬でも暖かく海洋性気候であり、韓国の中では最も温暖であるが、島の真中
のハンラ山
. （海抜一九五〇ｍ）
. の影響で天気の変化が多い。夏は沖縄と同じように蒸し暑く感じられ
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る
）2
（
。冬は、北からの季節風が強く平均気温は
5℃～
6℃であるが、体感温度は実際の気温より低く、
沖縄の冬とは違うものがある。済州島では冬の寒さをしのぐために、暖房設備として本土の影響をうけたオンドルがあるのに対して、沖縄にはそのような暖房設備はない。年間平均降水量は一七一一㎜であるが、済州島も沖縄と同じように大きな川が少なく、雨が降っても浸透する乾川のため水が大切であった。　
両島に共通する気候の特徴は強風である。防風対策として石垣を築くことなどは類似し、このよう
な自然環境に対す 住居のあり方が、沖縄と済州島の独特の景観や暮らしとなる。　
歴史的には、沖縄も済州島もどちらも本土からの圧力による歴史が似ている
）3
（
。その長い歴史的な経
過や自然環境が、両島の運命共同体を作る原因となったといえる。両島の共同体意識は、本土よりももっと強い。両島とも川が少ないため、共同施設である井戸は貴重なも であった。経済的にも厳しく、自給自足に必要な糧の生産は、畑作を中心に行なわれた。従って未分化のまま 農耕など 社会的状況や、厳しい環境条件を克服する為には、地域社会の結束を強めて、共同体的運営方式による組織を作るようになった。これは、社会的行動を固く括るという文化的特性に表われている。両島では、運命共同体は同じ性格を持ち外部に対して閉鎖的であり、内部 開放的である。　
沖縄の信仰で、垂直神である「オボツカグラ」という神がある。これは聖地・神山 天下ると信じ
られている神である。垂直神に対して水平神は「ニライカナイ」という。これは渡海神であり、遥か
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海を渡ってくる神である（図
2） 。また、血族的結
束に基づく祖先崇拝があり、農作物をもたらす土地への崇拝もある。　
済州島の巫俗は現在ま
で続いて生活 中に奥深く残って る（図
3） 。地
理的制限と悪条件の気候の環境の中で自然的に発生したこの原始宗教は、人々の生活の母体になっ
て住居と密接な関係で共存する。巫俗信仰は、現実世界を強調する利益的な世界観を持っていて、人間世界の生 死の二元構造を区別せず、人間は出生から神の守護をもらいながら死んだら神になると考えた。済州島の巫俗信仰は神の位階にしたがって住居内にそれぞれの領域があり、住居空間の中の場所意識に影響を与えた。
図2．沖縄島最北地辺戸岬、海の神を祭る
図3．済州島の巫俗信仰「ムダン」
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その土俗信仰や風水思想
）4
（
では両島がそれぞれ違う独特な神を持ち、個性的な集住空間構成を持つこ
とになる。このような様々な信仰感情を組織化するには風水思想はきわめて有効な手段であった。住居を構えるには、いろいろな条件があるが、信仰はその中で重要な役割を果たした。
三
　
気候と住まい
　
土着の伝統的な建築手法には、その土地の気候や風土が反映
される。沖縄のように温暖地域では、暑さ対策として開放的な建築手法が発達した。外部と内部を遮断するよりも一体化する方法を優先とし、外気をどのように室内に導入するかが重要であった。そのためには厚い壁ではなく、あくまでも外部と室内の流動的な空間構成が必要である あるいは曖昧な仕切りを許しながら室内の快適さを保つことであった。そして、厚い屋根、適当な庇、開放 平面、樹木と庭の配置など、通風がよく日陰の空間を造る工夫があった（図
4） 。
　
一方、済州島では夏は暑いが冬は寒いことから、寒さを除く
ため密閉型 断熱の建築手法 発達してきた すなわち、冷気
図4．沖縄の伝統民家、竹富島
276
の侵入を防ぎ、室内からの暖気を外へ放出しないようにした。そのためには断熱が重要であった（図
5） 。
　
このような風土と建築は地球上における祖先たちの知恵でも
あるが、ある意味で 自然のエネルギーを最大限に利用する建築における環境工学の原点である。
二．外部空間構成一
　
配置
　
沖縄の伝統的民家は、宅地の周囲に石垣で塀をつくって、そ
の塀に沿って福木を植えている。建物は基本的 分棟になっているが、上流階級の家屋では曲がり屋も存在する。建物の配置は「ヒンプン」という門壁と母屋が軸線上にあり 「ヒンプン」から入って左側にかけて畜舎・納屋 あり、母屋の裏の左側の隅に石造りの「フール」と称する豚飼育所を兼ねた便所が配置されている。井戸
）5
（
は、畜舎と中庭の間に設けられ、あ
たい畑、すなわち菜園は母屋の背後にあり、母屋の右側には花壇などが 離れ座敷 「アサギ」
）6
（
はどこでもあるものではなく、規模が大きい屋敷でみられる。この場合、門の右側に配置し、前の家
図5．済州島の伝統民家、城邑集落
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ともいう（図
6、
7） 。
　
済州島の伝統的民家は、 「マダン」 （庭）を中心とした建物の求心的配置と分棟配置が特徴である。済
州島には「チョンナン」という済州島にしかない開放的な門がある。 「チョンナン」は牛と馬の出入防止と家の不在を知らせる機能を持っている。 「チョンナン」から入って左側が母屋、右側が離れ座敷、正面には倉庫が配置されている。済州島も風が強いため、曲がり屋がなく別棟に配置するのが原則である。この基本的な の上、母屋と倉庫の間に「トンシ」という豚便所を設置する。また 門と建物の間は「ウヨン」という菜園になっている（図
8、
9） 。
　
沖縄の場合は「アタイ」という菜園が母屋の後ろ裏側にあるが、済州島ではこの空間を「アンティ」
といい、建物を塀の近く配置し、その空間は広くはない。この空間は風水思想と関わり、陰という空間になり、女性 プライバシーの空間になる。　
済州島の伝統的民家では、外部空間は「オルレ」 、 「オルレモク」 、 「マダン」 、 「アンティ」で構成さ
れている。 「オルレ」 （進入路） 住宅内に出入するカーブの進入路で、プライバシーの確保や空間の秩序の意味を持つ。 「オルレ」 内と外に区分されて内の空間は「オルレモク」といわれ、樹木が植えられている。
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図6．沖縄伝統民家の配置
図7．沖縄伝統民家の配置断面図および空間構成
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図（．済州島伝統民家の配置
図9．済州島伝統民家の配置断面図および空間構成
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二
　
領域と境界
（
1）石垣
　
沖縄では、石垣は屋敷を強風や火災から守るために発達したものであり、高さは約一・五ｍ、幅〇・
七ｍ前後であるが、都会では石垣の高さは二～三mもあり、厚さも〇・九～一・二ｍ程で、高さによって厚さも変わってゆく。石材はサンゴ石や石灰岩の手頃な大きさの石を小叩き仕上げにし、各々の石は互いに抱き合うように具合よく組積みしたものである。その石積み 種類は様々であり、石垣周辺は樹木で囲う。　
済州島は火山島であって、至る所に火山岩の塊が多く散乱してい 。このような石を用いた石垣の
存在が、済州島の伝統集落を訪れ と沖縄と似たような雰囲気を感じさせる。家を囲んでいる石垣の高さは一定していないが、だいたい地面から軒端までの高さである。石の積み方は、複列にして高く積む場合もある。石垣の高さ 積み方などは、科学的というより長い間の経験から現在のよう なったものであり、石材は玄武岩である。石垣の機能は敷地内の角 の処理、防風、視線の遮断 牛馬侵入防止、境界の意味などがある。（
2）樹木
　
沖縄の石垣を囲んで植えられているのがフクギ（福木）である（図
10） 。この緑の塀は防風林、防潮
林、防災林、日陰の役割をする。
.
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福木はオトギリソウ科の高木で、成木の高さは一〇～一五mくらいになり、常緑樹特有の豊かな緑
の葉を密につけてさわやかな気分を与える。福木は沖縄の人々の生活と深い繋りを持つ。また、生活面でも使われ、フラボン系のフクゲチン色素が心材や樹皮中に多く含まれ、古くから紅型、琉球紬、久米島紬などの色染めに用いられてきた。福木の色素はアルカリ媒染で赤味の黄色に、すず媒染で黄色に、銅媒染で黄緑 、また鉄媒染で黒味の青緑色にそれぞれ染色顕在化する。　
済州島でも、石垣と共に
樹木を植え防風の役割を持たせる点では沖縄と似ている。樹木は福木ではないが、椿、みかん、柿が多く、食用と服を染めるときに使われる（図
11） 。以上のよう
に、両島の石垣と樹木の構成や使用目的などは非常に似ているが その石材と樹木の種類が違う。
図10．沖縄の樹木、福木（竹富島）
図11．済州島の樹木
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（
3）門
　
沖縄の民家の門は、道路などの関係で例外もあるが、南面しているのが普通である。門は按司の屋
敷に限られていた。門を入ると正面に目隠し塀がある。これがいわゆる「ヒンプン」である（図
12） 。
　
この「ヒンプン」は、表から直接、建物の内部が見えないように造られたも で、屋敷内部の仕切
である。原形は中国から来たものであるが、 「ヒンプン」の形式は完全に沖縄化されて、色々なデザインが見られる。 「ヒンプン」を右に回れば一番座側へ向かい、お客さん専用の出入り口である。左へ 台所側へ通ずるのが普通 あって、家族専用の通路である。材料では石垣、瓦石垣 あるいは生垣（竹垣） 、サ ゴ石、または板塀などがある。 「ヒ プン」の機能 プライバシー保護の為の目隠しだけではなく、その他に防風効果、アプローチの空間演出、視覚的な象徴性、精神的な役割を持つ。風水思想では悪い気は曲がるのが苦手 ため、悪い気が入口か 母屋に直進して入ってこないように考えていた。また、暴風や防火の役割を果たしながら美しい景観をつくり出した屋敷囲いになり、アイデアにあふれた当時 生活様式で った。
図12．琉球村、旧島袋家のヒンプン
　　	（羽地村源河	（現名護市）	より移築）
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済州島の場合、 「チョンナン」
）7
（
は済州島しかない開放的な門である（図
13） 。その「チョンナン」は
牛と馬の出入防止と家の不在を知らせる機能を持っている。出入口には「チョンナン」を掛ける為に石で作られたものがあるが、これ 「チョンチュソク」と い、玄武岩で作られている。石で作られたものを「チョンチュソク」 、木で作られたものを「チョンチュモク」という。この「チョ チュソク」の両方に三本の木「チョンナン」を横に掛け ことで、家の中の人の不在を告げる役割をする（図
14） 。 「チョンナン」は
済州島の泥棒・乞食・門がない三無の美風良俗を意味する。両島における門の類似点は、屋根がない簡単な構造物になっていることである。また、相違点は沖縄が閉鎖的であり、済州島は開放的であることである。
図14．済州島「チョンナン」のサインの意味
図13．済州島の門、チョンナン
3本掛けた時、遠い所へ
行ってる、終日いない
2本掛けた時、	ちょっと遠い
所へ行ってる、	半日いない
1本掛けた時、近い所へ
行ってる、すぐ帰ってくる
3本下した時、家にいる、
いらっしゃい
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　「ヒンプン」は沖縄だけではなく、鹿児島の知覧の武家屋敷でも見られる。沖縄と違うのは母屋と一直線上に置かれてないことである（図
15） 。これは韓国の慶州でみた「チェミョンビョク」と似てい
る。韓国の「ヒンプン」は存在してないと言われているが、筆者の調査により慶州で「ヒンプン」をもっている伝統家屋を発見した。沖縄の機能性と類似している。聞き取り調査では「チェミョ ビョク」と言われて、昔から使われたという（図
16） 。 「チェミョンビョク」というのは遮る壁という意味
を持つ。この「チェミョンビョク」は、右からは家族、左からはお客さん専用である。これ 沖縄の「ヒンプン」と逆の発想である。また、右側には小さい門があるが 母屋に入るお嫁さんとお嫁さんの家族専用の通路である。
図15．南さつま市加世田麓大島家住宅のヒンプン
図16．韓国慶州の民家「チェミョンビョク」
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三．外部空間要素一
　
庭、菜園
　
沖縄の前庭の部分は、 「ナー」と呼び母屋の前の広場がある。農家では作業場であり、今日でいう庭
園ではない。農家あるいは田舎の屋敷では、母屋の後方に「アタイ」という菜園をつくり、自家用の野菜を自給している。　
済州島の「マダン」 （庭）は多目的機能をもっているのが特徴である。この「マダン」は建築物と共
存しながら相互有機的関係にあり、その機能は通路としての役割、屋外生産及び作業、日照、通風、採光、情緒、婚礼・葬式の儀式が行なわれる空間である。　
両島の庭は類似しているが、菜園は沖縄の場合、敷地内にあることに対して、済州島は敷地内と外
にもあるのが大きな違いである。
二
　
便所・豚舎
　
沖縄では便所と豚舎を一緒にした「フール」という施設があった（図
17） 。 「フール」は石造りで
一・五坪～二坪を一区画にしたもの 、二連または三連造られて る。こ 中を豚の飼育小屋として兼用しているので、施設の中では最 特異的な存在であった。 「フール」に 一二～一五㎝×五〇㎝ほ
286
どの穴（トウシ）をあけ、そ 中に用便をするように造られている。「フール」の位置は屋敷の北西の隅と定められているが、その方位祀る所がある場合 み北東の隅に設けられ 。その場合、炊事屋 位置や母屋の間取りなどはすべてが逆になる。　
韓国では唯一済州島にだけ沖縄のような「フール」が存在していたが、セマウル運動
）8
（
によってその
姿は消えた。済州島の便所を「トンシ」とよび、台所と離れた「ウヨン」の空間に配置され、豚舎の一部に付随して設けられるのが一般的な形態である（図
18） 。先述したように沖縄では豚便所を「フー
ル」といい、用便する穴を「トウシ」と う。以上 、両島において豚舎兼用の便所は言葉や機能も非常に似ている。
図17．琉球村、旧花城家のフール
		（久米島仲里村より移築）
図1（．済州島城邑集落のトンシ
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三
　
倉庫
　
　
沖縄の場合、高倉は高床式の倉庫であり、収納物は一般に穀物を主とし、そのほかあらゆるものに
及んでいる（図
19） 。一方、済州島では「ホッカン」という倉がある（図
20） 。済州島の場合、高倉で
はなく、石で積んだ一軒家である。また、室内の「コバン」 （庫房）は主に穀物、豆類、アブラナなどを入れた壷をしまっておく部屋　
床はオンドルの設備は
ない。壁は石壁の内部に土を塗った程度で、採光用、換気用の窓が一～二カ所ある。沖縄 高倉南系統の倉であり、穀物を保存する だが、済州島の場合は、穀物は母屋の室内に保存し 他 ものは別棟の倉庫に置く。
図20．済州島の倉庫	「ホッカン」
図19．琉球村、旧島袋家住宅
（高倉羽地村源河、現名護市より移築）
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四
　
魔除け
　
沖縄の石敢當、シーサーは魔除けの一つである。町の中に徘徊する魔物は直進する性質を持つため、
Ｔ字路や三叉路などの突き当たりにぶつかると向かいの家に入ってきてしまうと信じられている。そのため、Ｔ字路や三叉路などの突き当たりに石敢當を設け、魔物の侵入を防ぐ。魔物は石敢當に当たると砕け散るとされる。この石敢當は「ヒンプン」と同じように鹿児島でも見られる（図
21） 。
　「シーサー」は精神的に災を防ぐことで、明治以後に瓦屋根に設けられたと推定される（図
22） 。魔除
図22．シーサー
図23．風水半月池、沖縄中村家
図21．石敢當、鹿児島入来
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けを役目とする「シーサー」は、屋根の傾斜面に置く場合が多いが、現代風に家の入口のところに置く場合も増えてい 。また、上流の住まいでは外部空間として風水半月池を置く場合もある（図
23） 。
この風水半月池は、風水思想の背山臨水（背山前水）であり、家の前に水の空間を造成し、良い気が入るようにした風水要素の一つである。　
済州島では石敢當、シーサーはないが、 「ハルバン」
）9
（
という
多孔質玄武岩で作られ 造形物がある。機能面では村の入口に立てられ、そこからは村に入るという村の境界の知らせまたは村を守る守護神にもなる。また、呪術宗教的機能などを持っている（図
24） 。
　
両島における魔除けの存在は似ているが、相違は沖縄の場
合、 各家ごとに魔除けを置くのに対し、 済州島 集落の入口に置くことである。なお、 「シーサー」は屋根に置く一方、 「ハルバン」は地面に置くという場所の違いもある。
図24．ハルバン、済州島
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四．内部空間構成一
　
緩衝空間と室内空間構成
　　
　
沖縄の民家の室 と外との緩衝空間として雨端（アマハジ）と縁側がある。これは、一番座の側面、
一番座から三番座前面に設けることによって室内と庭を結ぶ緩衡空間をつくる。雨端は構造的に横力抵抗の補強、耐久性からは母屋の柱脚や外壁、建具の保護などの機能を持っている。また、低い軒は強風を弱くし、強い日射を遮り、室内に涼しい日陰をつくり出す。　
内部空間構成は前室と後室に分けたうえ、さらに三つに縦
分割をとっている。すなわち、母屋の南側が座敷で、一番座二番座、三番座と う 北側には一番裏座、二番裏座、三番裏座が並んでいる（図
25） 。
　
済州島の民家の緩衝空間としては「ムットゥン」と「テッ
マル」 （縁側）がある。 「ムットゥン」は室内に直接雨が吹き込まないように、屋根の延長のように軒先 ち上げ ことで出来た緩衝空間である。また、軒が長く伸びているので、
図25．	一番座から二、三番座を眺める、	
沖縄の室内空間は開放的
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日よけの役目も果たしている。　「テッマル」は、近所の人が家の主人と短い話をするときに靴を脱がないでそのまま腰掛け 話す所であり、子供たちが絵を書いたりする遊び所で ある。 「テッマル」は室内と庭との間の緩衝空間として「サンバン」の機能の質を高めており、雨、風、日光が直接当たる を防ぎ、一時的な物置の空間に有効に使われる。　このような機能をもつ「テッマル」は「ナンガン」とも言
われ、外部空間と内部空間の中間性格を持つ。済州島は「サンバン」という板の間を家 中央に置き、両側に「クドゥル」というオ ドル部屋を置く。 「サンバン」は夏 空間として使われる一方、ク ゥルは暖房設備がある冬の空間として使われる。済州島 場合本土より寒くないことからオンドルが退化している（図
26） 。
　
二
　
間取りの機能
	
　
沖縄の民家の間取りで、一番座敷は客間として使われている。 「ヒンプン」から右に曲がってすぐ入
図26．サンバン、済州島の室内空間は半開放的
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る位置にある。二番座敷は中央に位置する仏間で、仏壇を設ける。御霊前の間とも呼び、正面奥の壁面に幅一間
. （一・八ｍ）
. の大仏檀を設けてある。その中に先祖の位牌を安置する。仏壇を立派に飾る
ことは祖先崇拝の表れである。用途的には親類その他心安い人々 （主に男子）を応接する客間である。親類や家族 も使われて、家族が多い場合は、主人夫婦の寝室を兼ねることもある。三番座敷は居間で、中流以上の住居では女性や若者の客間としても用いられ、茶の間および食事部屋に使われる。　
各座敷の裏側には裏座という小さい部屋がある。
これは納戸、寝室あるいは産室など 使われる部屋である。裏座の使わ 方は、集落や島 よって多少異なる。一番裏座は長男夫婦または子供（男子）たちの居室、及び寝室にあてられ 中流以上の住宅では床が設けられることも る。二番裏座は主人夫婦の寝室または子供（女子）の居室、及び寝室である。三番裏座は老人の部屋にあてられることが多い。ここに いろりが設けられる場合もあり産婦の寝室にもなる（図
27） 。
図27．沖縄伝統民家の室内空間構成概念図
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済州島の「サンバン」 （床房、居間）は本土では「マル」といい、家族の集会、休憩、夏季の就寝、
接客、食事、祖先の祭祀などさまざまな機能をもっている。 「サンバン」は主人の権威を表出する場所にもなり、家の神として家内の平安と富を担当する家の代表神を挙げるもっとも重要な所である。「サンバン」の前後面は外部空間と直に接しているので夏には通風がよく涼しい。済州島のオンドル
は、本土に比べて退化したというよりは、未発達の状態である。　「クドゥル」は二つ以上あるときは「コバン」 （庫房）に接する部屋を「クンクドゥル（大オンドル房） 、他の部屋を「チャグングドゥル」 （小オンドル房） 呼ぶ。 「クンクドゥル」は夫婦の使用、来客の寝室、幼児の寝室、祭室産室、忌室などにも使用される。 「チャグンクドゥ 」は子供たちの部屋である。床から天井までの高さは二m前後で比較的低い（図
28） 。
　「チェッバン」
）（1
（
は四間型の間取りにおいて、床房と厨房
の間に置かれる板間であり、食事や食事の準備、炊事の準備など家事労働空間と安息の緩衝空間である。 「ジョンジ」
図2（．済州島伝統民家の室内空間構成概念図
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と「チェッバン」そして、 「サンバン」が連続することによって、寝食分離が可能になる。これは、現代生活の基本の間取りである。
三
　
台所
　
沖縄では「トウラ」といい、母屋と炊事屋が別棟になっている二棟造りが特徴である。炊事を別棟
とすることは温暖な地方に多く、母屋内で炊事をすると室内に熱気がたち め、そのうえ煙がまくことを嫌うため もいわれている。また、建築技術が未発達なことや経済的な理由で 規模の大きい建築をなし得ず、小規模な建物を屋敷内に分棟させて建てたことも考えられる。それにしても炊事場を尊重し、宗教的な習慣によって独立させたと思われる。 場にはカマド神という火の神があって、それは家の養育の神、生命を与え存続させ 神であり、 うした神聖な場所 して炊事場を考え いたので、別棟にした かもしれない。また、自然環境からみて沖縄は台風が多い地域のため、曲 り屋や大規模の民 は不利であり、別棟が当然有利である。曲が 家が不利な理由は、風を受ける壁の表面積と壁が受ける風向が増えるからである 現 調査では 八重山諸島の二棟造りの民家は、母屋の中で炊事が出来るように三番座あ いは三番裏座が台所 変わり もとの 棟は倉庫として利用されているのが多かった。　
済州島では台所を「ジョンジ」と呼ぶ。その機能は炊事、作業、乾燥、貯蔵など家事労働をするた
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めの空間であり、主に女性の空間である。 「ジョンジ」の壁は石で築き、土を塗って防火壁になっている。もともと厨房は母屋 あったが、厨房の機能が炊事一本にしぼられるようになると、広い厨房の空間に小オンドル房ができ、さらにオンドル が増設されて、小オンドル房は二部屋となり おのずから厨房は副屋や脇屋に移されることもある。 入口の横に高さ
. 六〇～七〇
. ㎝程度の平石が積ん
であるが、 「ムルパン」 （水板）といい、ここは水運びの壷を置く台である。沖縄と済州島の共通点は曲がり屋がないことである。本来の台所は沖縄の場合、別棟にするが、済州島は母屋にあることが両島の違い 。
五．自然人文環境が伝統民家に与えた影響一
　
自然環境の影響
沖縄は亜熱帯性気候で台風が多いため 耐風的、耐暑的建築様式が必然的な要素になっている。このような気候の影響により民家は低い平家ばかりで、二階建ての家 ほ んどなく、湿度が高い で床を高く上げている。　
冬場の北からの風は「ミーニシ」と呼ばれ、集落、屋敷 おけるこの方角には、防風林として福木
を用いている。この防風林は約五〇％の防風効果があるといわれている。さらに、石垣の塀によりま
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すますその効果は大きい。　
家の形態も強風から免れるた
め、単純で正方形に近い。構造的には太い柱、低い軒、がっちりと安定した骨組みが特徴である。丁度、塀の高さより少しを高くしている。ま 、耐暑のため民家は開放的で、屋根は茅葺きや瓦葺きで厚くして断熱効果を得ている。雨端は縁側から約一m外に柱を立て低い軒をさらに伸ばして支え、軒下を広くしているので沖縄の強 直射日光を防ぎ、雨が室内 入り込むことを防ぐ（図
29） 。
　
済州島の民家も強風から守る
図29．自然人文環境からみた沖縄伝統民家の配置断面図
図30．自然人文環境からみた済州島伝統民家の配置断面図
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ため、沖縄と同様で、石垣の塀、流線型の屋根、深い軒の「ムットゥン」の空間などが挙げられる。「ムットゥン」に設置する「プンチェ」の開閉装置などは強風から免れる為に作られたものである。また、屋根が飛ばされないように茅で作られた網で屋根を括る。　
済州島の民家の通風計画で「サンバン」は重要な役割をする（図
30） 。 「アンティ」の陰空間は日陰
になって周りより低い温度を保ちながら気流の循環現象 、マダンの方向へ移動する。これは「サンバン」の後の扉の細い隙間の風は速く って、風がない蒸し暑い夏でも「サンバン」に座っていれば風がふいてきて涼しいと感じられる。つまり 「サンバン」の「アンティ」側 扉の開閉の状態によって風をコントロールするこ ができる。このように済州島 通風計画は環境工学的にも有効であ　
以上のように両島は石垣の塀、軒をできるだけ低くすることや屋根を飛ばさないようにするなど強
風からの風圧 減少することが挙げられる。こ らは厳しい自然環境から家を守るため 工夫である。
二
　
人文・社会的環境の影響
　
沖縄の場合、母屋の中心に立派な仏壇を置く も、座敷の序列を決めるのも、火の神も沖縄の信仰
と深い関わりがある。例えば、沖縄では東を尊ぶ。こういう習慣 、神の ち太陽神（女性神）を崇拝することで、東の方向を神の出入りする方位 して尊び、逆に西の方向を忌み嫌う習慣と思われる。その理由で一番座を 面させ、そ 前方（東側）に主庭園をつくり、 に向かって二番座、三番座と
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部屋の序列を明確にしている。また、母屋を中心に西側に炊事屋、さらにその西に畜舎を配置している。こうした配慮も信仰を基盤とした習慣と思われる。道教思想が琉球の民家に影響を与えたものには、家の入口にある「ヒンプン」 、瓦葺き屋根の獅子がある。　
済州島の伝統民家の構成要素として巫俗信仰、儒教思想、家族制度がある。その中で特に民間巫俗信
仰は住居形態及び空間構成に数多く影響を与えた。巫俗信仰は、済州島の人々の生活とイデオロギーを最も大きく支配してきた内在的価値の世界ともいえる。宗教的な側面から見ると、巫俗信仰は道徳と倫理の体系を持っていなかったが、住居空間で場所意識への影響はあった。　
済州島の伝統住居におけるアプローチは水平軸によって配置されている。これは、住居の内部は聖
域で絶対的な実際の領域であって、水平通路はその中心に至 険難な道を象徴し、また俗から聖への向きを意味する。 「サンバン」は「ソンジュ」と言い、家の全体を見守る神が存在し、住居の垂直軸中心であり、聖の中心でもある。伝統民家の平面的概念は風水の陰陽思想を取り入れ、四方を陰陽分割している。そのうえに、部屋の場所によって固有の信仰が混在している。 「サンバン」は風水 穴であり、住居空間の軸になっている。　
風水の基本は、厳しい自然環境に対して自然の条件を最大に利用しながら、人々の繁栄を願 安全
快適な生活環境をつくり出すことを目的としたものであり、集落、住居の合理的な空間構成の演出方法であったと思われる。
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六．結論一
　
外部空間構成の特徴
　
外部空間は、門から住居までの進入路は済州島では曲線的で、沖縄は直線的である。沖縄の特徴で
ある「トウラ」の別棟作りはほとんど母屋の西に位置し、用途的には厨房と決まっている。済州島の場合、厨房は母屋の西側に配置し、別棟にはない。別棟作りはあるが、用途的には違い、副屋という方が近い。沖縄の高倉は別棟 なって高床式であるが、済州島で 倉庫として別棟は造られず、副屋の中に配置され ことが大きな違いである。　
母屋の前に庭があるが、両島とも機能的には類似している。沖縄の「ナー」は、 「ヒンプン」から
母屋まで 距離は短 一方、済州島の民家は「マダン」を中心とした求心的配置である。 「マダン」の機能は沖縄の「ナー」と類似しているものの、食生活 大いに関係があることが げられる。 「マダン」は醤油や赤味噌（コチュジャン）が、一年中保管される場所であり、また冬の約四か月間食べるキムチの貯蔵食品キムジャンキムチが保管され 所でもある。菜園においては、両島とも敷地の中ある。沖縄で 母屋の後ろにあるが、済州島 門と母屋 間にあるのが一般的である。さらに 外に存在するものもある。　
また、両島に独特で大きな共通点として、豚舎と便所とが一緒であることがあげられ では
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そこを「フール」 、その穴を「トウシ」といい、済州島では二つ合わせて「トンシ」ということから、言葉でも似ていることがわかった。　
沖縄の伝統的民家の特徴である雨端の機能と類似しているのは、済州島では「ムットゥン」である。
雨端は、沖縄が低緯度であるため、日差しより雨と風を防ぐ目的が優先されている。低緯度の場合、太陽の高度が高いため夏の日射の角度は正午にはほぼ九〇度（竹富島八九・一五度）に近く、日影が短い。そ 理由で 伝統民家の軒 出の長さは短い。一方、中緯度の 沖縄より太陽の高度が低 ため夏の日射の角度は正午には約七三度で日影が長い。そして「ムットゥン」は、雨と風より日差しを防ぐ目的が優先されて、 「ムットゥン」 軒の出の長さは長 。両 のこの空間は、縁側と同じく室内と外をスムーズにつなげる緩衝空間として非常に似て る。　
二
　
内部空間構成の特徴
　
済州島は冬の寒さをしのぐために、暖房設備として韓国 本土の影響をうけてオンドルというも
があるが、沖縄にはそのような暖房設備はない。　
間取りは、沖縄においては無土間で前室と後室に横分割とし、前室を間仕切りして分ける。一番座
をかならず東の方向に位置されて、西の方向に二番座 三番座を置く 、沖縄の慣習である。済州島の場合、本土と似ているというよりはむしろ、沖縄 間取りとの共通性がある。また、 本の民家
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の広間型と呼ばれる間取りとよく似ており、部屋が前後に重なっている。済州島は「サンバン」を中心に部屋と台所が左右の方位に関係なく配置される場合があるが、台所は一般的に西の方が多い。沖縄の場合は、東の方位を尊び、反対側の方位である西の方位を忌み嫌う習慣がある。　
以上のように沖縄と済州島における集落と住居空間について比較しながら類似点と相違点を洗い出
した。その結果、両地域における住まいの特徴を明らかにした。【注】（
1）	 年平均気温は那覇市が二三・四℃、石垣島は二四・〇四℃で、両島の平均は二三・七二℃である。また、相対湿度は七七・二五％、五月から六月の梅雨の時期には約八五％の多湿である。十月中旬からは北風により、湿度は約六五％まで下がり 大変過ごしやすくなる。
（
2）	 年間平均気温は北の済州市 一五・八℃、南の西帰浦市は一六・六℃で、平均で一六・二℃である。済州島の平均気温は沖縄より約八℃低く、東京に似ている。
（
3）	 沖縄は十世紀頃アヂ（按司）とよばれる首長が出現し、十一世紀 末には島の各地に割拠していた 二世紀末（一一八七年）には舜天王が即位し、王国が成立する。一四二九年には沖縄全体を統一し、いわゆる琉球王国が出現する。琉球は薩摩の実質的に属領となり、表面的には独立国を装い、対中国貿易を続ける。済州島は四世紀頃には百済に朝貢していた。新羅の朝鮮半島統一後は、主に新羅に朝貢するようになった。高
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麗時代の一一〇五年には耽羅州として直轄領になり組み込まれ、一二一四年から済州と呼ばれるようになるが、支配層は高い独立性を維持し続けた。
（
4）	 過去の東アジア地域において、集落が形成され住居が建てられるためには風水の理念が関わっていたといわれている。すなわち、自然環境の地形を選定することが風水の根本的思想であって、それにより集落を形成する場所として生理的、心理的な満足が得られる。住居の向き（坐向）と門との位置関係は、陰陽五行から来る吉凶の関係によって決まってくる。風水は居住空間に対して凶を避け、吉を求める心理的な欲求を満足させることを目的 、自然環境を最大限に利用した。
（
5）	 井戸は「カー」と呼び、屋敷ごとにある が普通である。地形や地域によっては集落の数ケ所に共同井戸を利用する。井戸の囲いは石積みであり、流し場は石敷きである。農家あるいは田舎の屋敷には、母屋の後方に「あたい」という菜園は自家用の野菜を自給 ている。
（
6）	 アサギは一番座の前方横に建築さ た離れ屋敷で、俗に前の家ともいう 通常は二室からでき いるが一室の場合もある。一般的には、息子が嫁をもらった時、あるいは老人の隠居部屋また 来客 宿泊部屋などに用いられた。神を祀ってある場合 は「神あさぎ」と呼ばれて る。
（
7）	 「チョンナン」は厳密にいうと「チョンチュソク」 ・ 「チョンチュモク」の穴に掛ける長い木製棒を「チョンナン」というが、 「チョンチュソク」 ・ 「チョンチュモク」 「チョンナン」を含めてワンセットで「チョンナン」というのが通例である。
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（
8）	 セマウル運動は一九六〇年半ばから始まった韓国の地域開発運動。この運動を契機に農村は飛躍的に近代化する。この時期から農村の草葺き屋根からスレートやトタン屋根に変わる転換期でもある。 「セマウル運動記録物」がユネスコが推進する記憶遺産に二〇一三年に登録された。
.
（
9）	 「ハルバン」の姿は、帽子をかぶり耳が大きい人物像であることからモアイと似ている。その機能や模様が似ていることは遠い国でありながら同じ発想を持っていたこと なり、不思議である。
（
10）	 「チェッバン」は「ジョンジ」と「サンバン」の間に配置し、連続することによって寝食分離が可能になる。これは、現代生活の基本の間取りである。
【参考文献】（
1）住宅建築別冊・
40『南島・沖縄の建築文化
.. その１
.. 地域的個性と現代の課題』建築資料研究社、
. 一九九一年
（
2）	 住宅建築別冊・
40『南島・沖縄の建築文化
　
その
2　
今日の住居
30題と伝統民家論』
. 建築資料研究社、
. 一九
九一年
（
3）	 野村孝文『南西諸島の民家』相模書房、一九六一年
（
4）	 田辺泰『琉球建築』座右宝刊行会、一九七二年
（
5）	 日本の美術 第二九〇号民家と町並み九州・沖縄』至文堂、一九九〇年
（
6）	 朴賛弼、分担『図説
　
民俗建築大事典』日本民俗建築学会編、柏書房、二〇〇一年
304
（
7）	 朴賛弼「沖縄における伝統的集住空間構成に関する研究」 『関西大学東西学術研究所紀要』第四四輯、二七三～二九六頁、二〇一一年
（
8）	 朴賛弼「済州島における伝統的集住空間構成に関する研究」 『関西大学東西 術研究所紀要』第四三輯、六五～九三頁、 〇一〇年
（
9）	 朴賛弼・伏見建著『絵で見る建築環境工学』技文堂、二〇一八年
